
  

 

 

 

 

すみなすものは心なりけり 

                           校長  藤村 信之 

５月２２日（木）、２３日（金）に６年生が、萩・北九州方面に

修学旅行に行きました。この修学旅行の目的の一つに、「先人の業

績や伝統的な文化、遺跡などにふれ、自己の生き方をみつめよう」

とあり、松下村塾や萩城下町など様々な場所を見学しました。 

子どもたちは、修学旅行に向けてインターネット等で事前に学

習しており、当日は、実物を直接見たり、ガイドさんから話を聞

いたりすることで、さらに理解を深めようとしていました。 
 

松下村塾では、建物の様子を見て、吉田松陰の志のもとに多くの若者が学び、明治維新

の原動力となる人物がたくさん育った場所が、あまりにも小さく狭かったことに驚いてい

るようでした。また、松陰先生が処刑されることを知った門下生たちが、無念さのあまり

柱を刀で切り付けたと言われる話をガイドさんから聞いて、その柱に残された痕跡を覗き

込むように見ていました。 
 

「面白きこともなき世を面白く」は、高杉晋作の辞世の句ですが、萩博物館に展示して

あった大パネルに書かれていました。班別学習であったため、子どもたちはこの辞世の句

を見過ごしてしまったかもしれませんが、今の社会にも重ねて考えることのできる大変興

味深い言葉だと思います。 

そして、下の句は、「すみなすものは心なりけり」と言われており、高杉晋作の看病をし

ていた野村望東尼が付け加えたものだと言い伝えられています。 

ものの見方や考え方は、結局のところ、自分がどう思うのかということで、自分の心の

在り方が問われているような気がします。バーチャルな体験が多くなってきている現在、

机上の学習だけではなく、このように実際に見たり聞いたりして、肌で感じることがとて

も大切だと改めて実感しました。 
 

ところで、周防大島出身の民俗学者、宮本常一の著書「民俗学の

旅」には、次のように記されています。 
 
 
、 
 
 

本校では、生活科の授業や総合的な学習の時間など、低学年の時から計画的に校外に出

て学んでおり、地域社会をフィールドとした学習活動を行っています。 

この「見て」「気づき」「考える」ことは、これからの先行き不透明な社会を生き抜く大

切な力であり、混迷した江戸時代末期に起こった維新の志にも通ずることが多くあったの

ではないかと思いました。 

はつらつ柳井っ子 
令和７年６月２日 

全校児童数４９６人 

柳井市立柳井小学校 学校だより 

★「子どもが輝く学校」をめざしていきます。 

人それぞれ生きてゆく道があるが、自分を育て自分の深くかかわりあっている世界

を、きめ細かに見ることによって、いろいろの未解決の問題も見つけ、それを拡大して

考えることができるようになるのではないかと思う。 



 

 

現在、人口減少や少子高齢化が厳しさを増す中、少しでも改善できるよう様々な取組が

行われていますが、教育の力でできることとして、「ふるさと山口の未来を拓く心意気」を

育んでいくことが大切だと思っています。 

このコーナーでは、そのことにつながる取組を適宜紹介していきたいと思います。 
 
【１年生を迎える会】 

【ごっちゃラリー（まち探検）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月３０日（水）に行った「１年生を迎える会」では、

６年生が中心となって縦割り班でみんなが楽しめる遊び

を考えました。「だるまさんがころんだ」や「フルーツバス

ケット」などの遊びを通して、上級生が下級生に優しく接

する姿が随所に見られました。また、終わりに１年生がプ

レゼントのメッセージカードを受け取り、嬉しそうに見て

いました。 

 異年齢での関わりを通して、上に立つものがその場を支

える責任感やあたたかい心の醸成につながっています。 

 ５月２２日（木）に２年生がなぎの会や柳井青年会議所

の皆様、柳井学園高校の生徒さんにも協力していただきな

がら、柳井市のまちを探検しました。 

 白壁の町並みにあるお店の店長さんにお話を聞いたり、

銀行でお札を数えさせてもらったり、普段できないことを

経験していました。 

 高校生と小学生の関わりでは、年齢差がかなりあります

が、高校生も丁寧に補足説明をしてくれたり、安全に探検

ができるように見守ってくれたりしました。 

 柳井のよさを改めて実感するとともに、人と人とのつな

がりを感じたと思います。 

これまで、子どもたちの様子は学校安心メールにてお知らせしてきたところですが、

この度、柳井小ホームページをリニューアルし、こちらで学校の様子を情報発信して

いきたいと思います。 

検索エンジンに学校名を入力して検索することもできま

すが、記載している二次元コードからも柳井小ホームページ

を開くことができますので、お時間がありましたら時々ご覧

いただけると幸いです。なお、子どもたちの様子は、「ある

日のできごと」のページでお伝えしていきます。 【柳井小ホームページ二次元コード】 


